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舞踊の鑑賞構造に関する研究〔Ⅱ--2〕

－意味微分法による－

金城光子

AStudyofCognitiveStructureofDanceAppreciation〔Ⅱ－２〕

－Witbsemanticdifferentialmethod－

MitsukoKINJO

※Phys、Educ.，ＣｏｌＬｏｆＥｄｕ.，Ｕｎｉｖ・ｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ
、

ＴｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｗａｓｔｏｆｏｒｍulateastandardizedandreproducablefOrmatIbrDeLnceApprec‐

iationPatterns、

Forty-nineeva]uatorswereaskedtocodifytwentydifferentdancesusingascalewhichcontainedforty

gradations・Withineachdancetherewerefortyseperateparametersconsidered・Thus1evaluationcorelat

ionforeachgradationinthescalecouldbeextractedfromthetotaldata（40x20x49）ｔｈａｔｈａｄｂｅｅｎｃｏ卜

lected

T乃e5ndingswereana1yzedbyaxialrotationaccordingtotheVbLrimaxmethod，accordmglythesca】es

weregroupedinfivedimensions･Ｅａｃｈｌｏａｄｆａｃｔｏｒｗａｓｆｂｕｎｄｔｏｂｅｏｖｅｒ±0.5.Thesinglegradestructu届

wasinducatedfortheAppreciationＰａｔｔｅｒｎｓｆｒｏｍｔｈｅｆｉｒｓｔｔｏｔｈefifthdimention、ThelirstdimentioJuco昨

tainssixteenvariatons(Evaluation)；theseconddimentioncontainsfour(Dynamics)；thethirdcontainsthree‐

(clarity)；thefourthcontainsthree（uniquemess〃ａｎｄthe6fthcontainstwovariations(Freshness)．The

twentyworkshavefixedpositio､sinthethreedimensiondancespace（回り．Ｃ）inwhichtherelative

relationsoftheworkswereinvestigated・Ｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｔｏｔｈｅｔｈｉｒｄｄｉｍｅｎｓｉｏｎｏfgradationthereweresimila・

ritiesintheBnalcomparisonofresults，contentandevaIuatio恥dynamicsandquality，usingtheD-method，

distancewasinvestigated、Next，usingoctantanELIysistheclassificationoftheworkwastested・Finally，a

systematicgroupforenchworkwasdesigned，basedonthegradationaverage．

１

はじめに

どとしているのは、舞踊が身体運動としての性格を認め

ているからであって、これらのことは、舞踊とは何かに
（２）

ついての空想的理論であるＪ

舞踊は、人間感'情の表現形式であるということに対し

て､｢舞踊の支配しているのは、想像された感情であって、

Ｓ,Ｋ・ランガーは、その箸「FeelingandForm」の
（１）

中で､「舞踊に対する広汎に受けいれられている見解」を

次のように指摘している。

「舞踊の本質は、視覚的な音楽、絵画の連続、無言劇な

－５１－
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（３）

現実の感↑背の状態ではない」とし､舞踊運動については、

舞踊の身振りは現実の身振りではなく､虚の身振りであ

って､その運動は現実の運動であiiけれども舞踊のなか
だけの身振りであり、虚の自己表現である」として､日常

動作や、日常的感憶の遮いに触れている。

舞踊の本質は何かについて、舞師のＡｒｔとしての根源

的なもの、その表現形式としての豊美〃に対するexpr・

ession、その愚美〃を規定する要因となりうると思われ

るimp｢ession,については、舞踊という概念の分析（質

的、量的）によって規定しなければならないだろうと思

われる。

舞踊の表現する譜動作・動きのご意味〃とご美〃とは

何かについて考えるとき、舞踊の伝達性としての働き、

社会的な価値、その芸術性としての性格について、また、

舞踊の文化論、認識論におよぶ様々な疑問が生ずる。

これらの問題を考えつつ、本研究は、研究１－２の序

で述べたように、実験心理学的方法の概念を適用するこ

とによって、鑑賞者の視点としての感じ・印象を通して、

舞踊の鑑賞価、舞鋪の鑑賞構造の解明を目的とした研究

である。

研究Ｉ～２は､(本紀要に掲載)前回の研究nｓ､47.)と同

様に､20個の作品別に各作品の鑑賞栂造をとらえて､各次

元に含まれた尺度群の内容を検討した。その結果は、各

作品の第１次元の内容の類似性と共通性がみられたこと、

第Ⅱ次元以下においては、構造内容の共通的傾向を示し

ながらも作品個々を特徴づけるものと解されるという結

果であった。

本研究では､前回の研究Ⅱ(Ｓ､47Jと同様な方法とデータ

処理を行ない､鑑賞の因子構造を確かめ､舞踊鑑賞価の意

味空間を確認することである｡Osgood,芝､田中の方法を

適用する。ここでは、作品をプールにした総合的データ

処理を行なう。この方法によって、研究Ⅱでは、Vavi・

ｍａｘ回転後得られた単純構造を求め、その結果得られた

３つの尺度群の象徴的特徴にしたがって、東江との検討

の結果次元命名をし、３個の意味次元、“EvaIuation，，

"Dynamics，,“clarity',を設定した｡また､これらの意味空

間上に作品を位置づけ、舞踊作品の比較を行なった。

(2)調査期間は、昭和48年１月実施した。

（３）尺度について

評定尺度は、前回の研究Ｉ，Ⅱおよび、Ｉ～２と同一

のものである。

これは、４０の形容語対からなるスケール表である。評

定尺度は７段階尺度であるので、評定の範囲は１～７点

で、１は非常に「おもしろい」を指し、７は非常に「つ

まらない」を表わす。（ＳＡＭＰＬＥ参照）

(4)テスト用紙は、１枚につき１作品が評定できるよ

うに印刷し、２０作品（20枚）を１組として記入例

をつけて綴ったものである。

全被験者800回（20×40）評定した。

（５）舞踊作品について

刺激対象（鑑賞対象）としての舞踊作品は研究Ｉ～２

と同一の20個である。

これは、1969年第６回国際女子体育会議、東京大会で、

日本実行委員会が収録した、レクチュアー・デモンスト

レーションとして演じた作品である。（Tableｌ舞踊作

品参照）なお、作品は、Ｓ､４７の研究１．mⅥとの一連

11ﾄﾞ号を付した。

（６）データ処理の方法

まず、研究Ｉ～２で、２０個の作品を１個ずつ固定して

与えてスケール表によって評定させた。評定後のデータ

は、作品別に尺度の平均値・標準偏差を求めた。この各

作品の平均値をここでは作品個々の特徴を表わすものと

して、これを基に、尺度の平均値・標準偏差を求め、尺

度間相関行列を求め、これを基に芝らの方法によって、

Varimax回転により尺度のGroupingを行なった。（２０

作品×40尺度×49人マトリックス）

※計算は、東京大学大型計算機センターで行なった。

屯

Ⅲ結果と考察

〔１〕舞踊の鑑賞構造について

Ⅱ研究の方法と手続き 鑑賞の単純棡造

本研究の方法は、研究Ｉ～２と同様にすすめた。

(1)調査の対象は、沖縄キリスト教短期大学女子学生

４９人

データについては、夫々第１～第Ｖ次元まで求められ

た。その結果は、ＴａｂＩｅ２に示す通りである。

(脚注）(1)ＳＫ．

（２）

(3)(4)

｢感愉と形式」

ル

ケ

ランガー；

”

〃

大久保他訳197ｕＰ２６Ｌ

ＰＰ２６９、

ＰＰ２７４．

2７０．

２７５．

－５２－
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－５３－

ＳＡＭＰＬＥ

作品名Ｎａ氏名男女

今、見た舞踊の感じや印象を下記の尺度で評定しなさい。

なお、尺度の下記の数字は、およそ次のような程度を表わします。

4……………中性（いずれともいえない）

３と５………いくらか（～である）（記入例）

２と６………相当に（～である）よい

】と７………非常に（または極めて～である）

ＩＩｒＩＩＩ，

１２３４５６７

Ⅱ
Ⅱ

１
３

１

な
る

し
し

し
↓

し

Ｌ

な
し
的
し

な
く

ら
く

て

Ｉ
し
さ
体
っ

や
」

まっ
古
み
楽
や
具
劣

よくない

効果的でない

興味がない

印象がうすい

明,砿でない

視覚的でない

い
か
ひ
い
か
。
い
い
力
◎

嫁
か

が
た
嘩
的

な
カリ
や

性
特
典

蟹
だ

個
へ
独
古
弱
ま
お

い
い
い
い
い
な
る
い
な
い
い
な
な
な
い
な
な
い
た
い

３

ろ
つ
。
し

し
し
し
し
札
的
か

釉
糯
癖
確
蠅
鋤
ま
特
織
強
ま

ず
象
執

ｆ
も

と
Ｉ

お
新
美
楽
む
柚
す
よ
効
典
印
明
視
個
う
独
現
力
ま
は

１
２
３
４
５
６
７
８
９
、
皿
皿
、
叫
巧
昭
Ⅳ
畑
四
、

な
な

的
…

的
で

洋
的

静
西
劇

でない

正統的でない

いか
○

が←
え

応見

鮮やかでない

い
い
い

な
な
な

で
が
痙

密
化
足

徴
変
満

でない

し
し
０
Ⅱ
し
し
し
し
し

Ⅱ
１
１
ｎ
Ｊ
町
３
２
３

迩

麺
な
な
な
な
唯
痙

し

か
が
で
で
で
て
か
さ
り

群
力
異
快
直
飢
鉾

きつ

ば
魅
特
軽
素
一
さ
小
す

暗い

叙情的でない

的
緬
的
舳
》
紳
密
が
で
や
が
異
快
直

皿
型
銅
別
濁
配
幻
配
羽
釦
皿
犯
羽
釧
躯
調
ｗ
羽
羽
如
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舞踊の鑑賞槽造（Varimax回転後）舞踊作品 Table２Ｔａｂｌｅｌ

し

固有値’0.3763.3842.6412.471｜､54920.421

分散(％)25.9408.4606.6006.1703.87051.0５

－５４－

Ｉ Ⅱ 、 Ⅳ Ｖ ｈ
Ｚ

１おもしろい

２新しい

３美しい

４楽しい

５むずかしい

６抽象的な

７すぐれている

８よい

９効果的な

１０興味深い

１１印象深い

１２明砿な

１３視覚的な

１４個性的な

１５う まい

１６独特な

１７現代的な

１８力強い

１９まとまった

2Oはげしい

２１動的な

２２日本的な

２３劇的な

２４正統的な

２５兇応えがある

２６鮮やかな

２７綴密な

２８変化がある

２９滴足できる

３０はなやかな

３１魅力:がある

３２特異な

３３蛭快な

３４素直な

３５一貫した

３６さわやかな

３７大きい

３８すっきりした

３９明るい

４０叙↑i1i的な

勘
噸
”
油
閉
皿
２
０

●
●
●
●
■

“
２６７

０４６
幽
開
Ｍ
並

８
８
４
５

泥３
６７５

釦
Ⅲ
肌
３
１

３４４
噸
犯
泗
釦
皿
諏
靭
服

●
●
□
■
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０５５
３８

鍋４
２７８

９８３
的
偲
冊
蒟
町
鯛
羽
切

２
２
３
４
３
４
２
２

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
Ｄ
●
●

脳
幅２
卿
皿
卸
噸
、
皿
、
卿
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
独
燕
哩
飼
唖
弛
煙
膨
町
烟
、
即
坤
弧
伽
町
町
蝿
躯
噸
頤
叫
翻
、
顧
噸

●
●
●
●
■
●
●
●
＆
●
●
●
●
■
□
Ｏ
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｓ
ｃ
●
●
ｐ
●
●
●
●
●
●

町
記０
顛
皿
”
、
啄
脳
皿
叩
蠅
蜘
皿
、
岻
岻
噸

記０
脳
卿
山
⑭
７
７
５
３
１
１
噸
唖
、
叩
噸
卿
Ⅷ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

ｕ
ね
配
弧
四

１
４
３
１
７

●

１“
６７５

１９
岬

７
７
１

側
脆
脆

４１０
灘
噸
、
噸
釦
皿
腿
慨
加
伽
却
醐

１
１

呪
い

１４１

３
０

１
１

０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
⑪
●
●
●
●
０
０
●
●
●
●
●

卿
叫
乃
鎚
拠

２
０
０
１
酎
躯
噸
、
叩
噸
蝿
噸
皿
⑭
哩
皿
”

●
◆
●
●
●
●
●

期０

１
９

阻
乃
皿
噸
皿
哩
叩
卿
脳
肥
晒

●
●
●
Ｃ
●

３１０

４Ｗ
皿
偲
泌
０
０
噸
卿
噸
叩
、
麹
嘩
似
肥
舶

１
０
０

７
１

１
３

０
１

１個
噸
６
２

２
２
０
０

蝿
〃１

９肥
噸
⑭
噸
噸

８１０

●
●
■
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
■
●
●
●
Ｃ
Ｇ
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●

、
皿
趣
加
狐
、
お
鰯
５
５
噸
魎
、
薮
、
剛
姻
職
噸
、
吻
砿
、
羽
・
弱
祀
誕
似
弱
弱

２
１
０
３
４
４
４
噸
痂
噸
繩
狸
畑
、
繩
轍
卿
躯
咽

Ｃ
ｓ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

■
●
●
●
●
ロ
●
●
□
●
●
●
●
●
巴
●
●
■
■
■
⑪
●
●
●
●
●
●

作品名 国名 人数 長さ

⑪愛国行進曲

⑫機械

⑳ＴｈｅＱｕｅｅｎ

⑭ＡＢｉｇＴｏｗｎ

⑮SittingonaBench

⑳PrisonorsofDark．

ｎｅｓｓ

⑰WitchDance

⑳MaskDance

⑳SwardDance

⑳Kang-Kang-Su､wol．

Ｌａｅ

⑪culturalDance

(ジャワの古典舞踊）

⑫IGOROTODance

⑬DUGSO

⑭Ati･Atihan

⑮ＳｕｋｕＴｉｎｇ

⑯Kandingan

⑰PandangoSullow

⑳PolkabaI

⑳JotaMoncadeiia

⑳ＬｏｓＢａｉｌｅｓＤｅＡｙｅｒ

日本

"

フランス

〃

〃

ケ

韓国

〃

〃

ケ

インドネ

シヤ

フイリッ

ピン

〃

〃

〃

〃

"

秒

〃

”

反
Ｊ
。
》
の
色
、
△
〃
〃
、
八
■
上
１
上
Ｒ
）
勺
上
Ｆ
ひ
Ｒ
Ｊ
①
ロ
Ａ
岳
ｏ
』
９
』
刈
俗
⑰
色
ｎ
ｏ

秒
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

が
〃

〃
〃

５
０

０
０

０
弱

０
０

０
８

釦
５

５
５

ｍ
０

釦
５

０
釦

４
０

１
４

３
４

４
２

４
３

４
３

２
４

３

分
グ

ク
ノ

ノ
ク

ゾ
ノ

Ｊ
Ｊ

ノ
ノ

〃
ノ

グ
ノ

グ
グ

ノ

１
１

〈
ひ

つ
。

４
４

ワ
】

１
１

３
６

２
２

２
２

２
２

２
３
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ＴａｂＩｅ２は､Vavimax回転後の舞踊の鑑賞檎造を示すも各次元の尺度について、田中らに基づいて尺度得点の

のである。基地±0.5以上の尺度で、単純構造を示す尺度を拾い、

各次元に含まれた尺度負荷通を基に、鑑賞柵造の分散尺度のグルーピングを行なった。それは、Table３－２

度を検した結果、表に示してあるように、共通性の総和に示す通りである。

'よ20.421で、全分散の51.05％を説明している。

舞踊鑑賞の単純棡造
一一一

ＴａｂＩｅ３－１ ＴａｂＩｅ３－２爾
位

□

※

※

※

(2)〔40尺度×20作品×49人〕本研究の結果※

(1)〔40尺度×20作品×48人〕研究Ⅱ（Ｓ47)の結果

上記の２表は，VarimaX回転後の各次元における；

※印はマイナス得点であるので、逆転して用いる。

VarimaX回転後の各次元における舞踊鑑賞の単純棡造を示す。

－５５－

順
位

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ

ｌ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
皿
過
辿
嘔
肥
Ⅳ
肥
四
ｍ
ｍ
、
配
塑
窃
配
諏
躯
羽
釦
、
皿

い
る
い
る
る
る
な
い
い
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､443ｓはなやかな、．433ミー賛した、．308§叙情的な､

､207ｓ劇的な弓．240,であった。冬日本的な・が１次元

に－．３１８Ｖ次元で-.334となっている。

n次元では、§正統的など．164であった。

Ⅲ次元においては、ご抽象的な､-.231ｓ素直な：．3

28であり、ごI怪快な§がⅢ次元で.473,n次元に.403とい

う得点となっている。

Ⅳ次元では、ｓむずかしい§．344であった。

ここで各次元に含まれた尺度群を検した結果、第１次

元の尺度群は１６種で、、興味深い零ｓおもしろいミミ魅

力がある怠き印象深いご愚満足できるミミよい､§楽し

い。§すぐれている､§効果的なミミ徴密なご§見応え

がある§§うまい§ご鮮やかなご§変化があるミミ視覚

的な§§美しい§の順に示される。

第Ⅱ次元の尺度群は４種で、量はげしいこぐ力強い§

ご動的な§§大きい§である。

第Ⅲ次元の尺度群は、３弧、§明るいこきさわやかな、

§すっきりした§となっている。

第Ⅳ次元の尺度群は、§個性的な､、独特なご§特異

な”の３種で、

第Ｖ次元の尺度群は、§現代的なミ、新しい§の２樋

である。

以上の12樋の尺度については、±0.5の基準に満たな

いこと、２つの次元に得点された、いわゆる複雑性を示

していることで、結論として本研究では除外して扱って

いきたい。

以上の結果、単純榊造として得られた次元は、第１次

元が“Evalvation’'第Ⅱ次元が“Dynamics”第Ⅲ次元

が`℃Iarity''第Ⅳ次元が"ユニーク性,，ｖ次元はおそら

く新規性と名することができると思われる。

ここで､第１～、次元までのＥＤ.ｃの３つの意味次

元は、研究Ｈと同様に、東江、田中に蕪づいて、相互に

独立直交関係を維持していることから、ユークリド幾何

学的３次元空間を柵成しているとみることができる。

この３次元空間をここでは、舞踊意味空間と呼ぶこと

にする。これは、人間が舞踊作品をその内包的意味のレ

ベルでとらえる際に用いられる心的枠組としての認知ま

たは意識の櫛造てある。

２鑑賞桐造の内容の検肘

各次元に含まれた尺度群について検討してみた結果､第

１次元は評価的内容を示しているとみられる。この尺度

群は、みている人の感愉を表出し、感ｌｉｌ１を喚起する快感

的性格をもつという解釈ができるだろう。また、そのも

のに好意をよせているか、よせていないか、態度のプラ

スかマイナスかを表わし、作品の中での大きな§意味"

の部分を占めている。作品全体を通してその中に広く全

形の§評価"をしているとみたい。

第Ⅱ次元の尺度群は、動的ではげしいということが、

力強い、大きいというつながりをもった意味として表わ

されるだろう。みた印象の強さが力抵につながるという、

"Dynamics'，と解釈できよう。

第、次元の尺度群については釘全体としての線がすっ

きりして、ごてごてしないというように、線の流れがス

ムースで表現がわかりやすい。踊っている人が､どの程度

こなしているか、意図通りに表現しているか、表現した

いものとされているものの関係をみているという"CIar・

ity”を示していると思われる。

第Ⅳ次元の尺庇群は、作品の表現が独特であり、それ

が特異で個性的であるという意味を表わして､"ユニーク

さ，,を示していると思われる。

第Ｖ次元の尺度は２極だが、モダンであるということ

が､現代的で新しいという“新規性”につながるのではない

かと思われる。

４単純棡造の比較

この項では、前回の研究Ⅱ～１において得られた３つ

の次元§評価性、§躍動性§ご明瞭性ごと、本研究の結

果得られたＩ～Ⅲまでの３つの次元“Evaluation”“D

ynamicｓ”“C1arity，，の比較をしたい。いわゆる同次元

命名下におかれた３つの次元の尺度群についてその内容

を検討するものである。

Ｔａｂｌｅ３－１に示してあるのは、前回得られた舞踊鑑

賞の単純１１W造を示している表で、ＴａｂＩｅ３－２は、本研

究の結果得られた単純綱造である。ここで、この２表を

もとにみることにしよう。（ここで、Ｔａｂｌｅ３－１を前

者とし、ＴａｂＩｅ３－２を後者として、以下このように表

現する）

まず、両者のＩ～、次元の尺度内容をみると、

第１次元では、両者に共通に含まれている尺度は13種

で、§興味深いミミおもしろい§ご魅力があるミミ印象

深いご§iiHj足できる慧愚よい”§すぐれている§＆効果

的な、、徴密なミミ兇応えがあふ§うまい、§鮮やか

な、§美しい§となっている。

３単純棡造に含まれない尺度について

ここで、単純｜樋造に含まれない尺度についてみると、

第１次元においては、ご明確な§．414,sまとまった§

･－５６－。
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前者と後者の一致しない尺度をみると、前者に§まと

まった薯§はなやかな§ご一貫したご§明確なミの４櫛

があり、後者に、ご楽しい､§変化があるきご視覚的な、

の３種が含まれている。

第Ⅱ次元の尺度群について、両者の一致した尺度をあ

げると、§はげしい、§力強い§§動的な､の３種であ

る。

ここで、一致しない尺度をみると、前者にご現代的な§

§日本的なご愚叙情的な、§新しい弓ご正統的な､ご視

覚的なぐの６種があり、そのうち、ご日本的な､ご叙愉

的な、＆正統的な､の３つは、マイナス得点となってい

る。後者に、§大きい、が含まれていることがあげられ

る。第Ⅲ次元の尺度群についてみよう。

両者で一致した尺度は、§明るい､§さわやかな､

§すっきりした、の３種である。

一致しない尺度としては、前者に§紫直な、ご劇的なぐ

の２種があった。ただし、§劇的なミはマイナス得点で

ある。

以上の結果から、第１～Ⅲ次元までの尺度群の内容に

差がみられたが、象徴的特徴としての意味内容に共通的

な類似性を示しているといえよう。

が力鎚感があるとみられ、⑪「ドウグゾ」⑭「アテイス

の踊り」⑫「イゴロットの舞踊」の３つのフイリピンの

踊りと⑪「ジャワの古典舞踊」が力量感の低さを示して

いるとみられる。

CIarity次元(以下Ｄとする)では、日本の⑳「機械」

フイリピンの⑱「ポルカとワルツの踊り」が明快さがあ

るとされ、フィリピンの⑰「宗教的舞踊」⑮「出陣の踊

り」の順に示される。

作品⑳「仮面の踊り」が明快さに欠けるということに

なろう。

次元別作品の尺度平均値

Table４

｡

〔２〕作品の比較

先述したように、第１次元“Evaluatiom'’第Ⅱ次元

“Dynamics'’第Ⅲ次元“C1arity，，の３つの次元は、独

立直交関係を維持していることから、この舞鰔味空間

の中に各作品を定位すると作品相互の関係が単純な幾何

学的関係に還元されて可視化される。束江、田中に基づ

いて、これらの次元によって規定される空間内に作品を

位冠づけて、作品相互の関係を検討してみることにする。

３次元舞踊意味空間における作品の比較

馬ＴａｂＩｅ４の次元別作品の尺度平均値によってＦｉｇｌの

意味空間において各次元ごとに作品を比較すると、

Evaluation次元(以下Ｅとする）では、作品⑳フラン

スの「女王」がもっとも評価され、同じくフランスの作

品⑳「暗闇の囚人」、作品⑫日本の「機械」が評価で高

いとみることができよう。

作品⑭⑬のフィリピンの「アテイスの踊り」「ドウ

グソ」、作品⑳韓国の「仮面の踊り」が評価が低くなっ

ているとみられる。

Dynamicｓ次元（以下、とする）では、作品⑰韓国の

「巫女鋒｣、フランスの⑳｢大きな街」⑳「暗闇の囚人」

－５７－

Ｉ
Ｅ

Ⅱ
，

Ⅲ
Ｃ

⑪愛国行進曲 ４．３９ ３．４９ ３．３７

⑫機械 ３．０７ ３．１４ ２．７１

⑳ＴｈｅＱｕｅｅｎ ２．７６ ３．２８ ３．４５

⑭ＡＢｉｇＴｏｗｎ ３．３５ ２も9３ ４．２０

⑳SittingonaBench ３．１５ ３．５８ 3.29

⑳PrisunersofDarkness． ３．００ ２．９６ ４．８５

⑰Witchdance ４．０５ ２．７３ ３．９４

⑳Maskdance ４．４９ ３．５３ ４．６１

⑳Swarddance ４．１３ ３．７６ ４．２５

⑳Kang-Kang・suwol､Lae ４．１８ ４．３１ ３．８０

⑪Indonesiandance ３．３５ ４．６１ ４．３３

⑫IGOROTDance ４．４２ ４．７６ ３．７８

⑪DUGSO ４．５８ 5.02 ４．０７

⑭Ati・Atihan ４．７２ ４．８０ ４．０９

⑮Sakuting 3.26 ３．３１ 2.9k４

⑯Kandingan 3.71 4.57 ４．００

⑰PandangoSuUow ３．３１ ３．９０ ２．９２

⑬Polkabal ３．４３ ３．８０ ２．８０

⑲JotaMoncadena ３．２３ 3.93 ３．１０

⑩ＬｏｓＢａｉｌｅｓＤｅＡｙｅｒ ３．２３ ３．９３ 3.10
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Ｅ

Ｅ

舞踊意味空間における20作品の位置Ｆｉｇｌ

⑳剣の鋒⑬ドウグソ
⑳カンクバルグBｽｳｵｰﾛ⑭アティスの舞踊
⑪ジャワの古典舞踊⑮出陣の踊り
⑫イゴロソトの舞踊⑳結婚式の踊り

⑰宗教的舞踊
⑳ポルカとワルツの踊り
⑳ジョタ鋒踊
⑩過ぎし年月の鋤I）

'⑳愛国行進ｌｌｌｌ⑮べ
'型機械⑳暗
＠次］三⑰ＪＩＫ
⑳大きなijj⑳仮

ンチの二人

閥の囚人

女舞

面の翻り

６

２「八分円」分析法による作品の比較 いて、「八分円」分析法(OctantAnaIysis）による分析

も可能だと思われる。したがって、Ｔａｂｌｅ４の次元別作

品の平均値によって分類を試みたいと思う。特定の作品が三つの直交軸によって仕切られる八つの

空間のどこかに分類されるかを知るために、田中に基づ

作品の「八分円」分析
ＴａｂＩｅ５

。〔例外〕

E＋は「よい｣、Ｅ￣は「よくない｣、Ｄ＋は「力強い｣、Ｄ－は「弱い｣、Ｃ＋は「明るい｣、Ｃ￣は「暗い｣、という方向

を示す。また、ＣＯは「明瞭性」の各次元における分極得点が０であることを示す。

－５８－

Ｏ

Ｅ

Ｃ

＋
Rａｎｔｌ

Ｄ＋Ｃ＋
Ｏ

Ｅ

Ｃ

＋
tａｎｔｎ

Ｄ＋Ｃ－

Ⅲ
ｃ

ｍｌａＤ
ｔｃ
十

Ｏ
Ｅ

:ｷﾞTllL8L

械
王
入
り
踊
り
翻
り

一一のチン

蹄

鰯
舞
の
毎

ツし

の
的
、
夕

と

帥
軟
カ
ョ

ル

蹄の月年しぎ

機
女
べ
出
家
ポ
ジ
週

⑫
⑬
⑮
⑮
⑰
⑬
⑬
⑩

⑳大色な街

⑳ＢｆｆｎＤの囚人
⑪ジャワの古典舞踊

ＯｃＫａｎｔＶ

Ｅ－Ｄ＋Ｃ＋
Ｏ

Ｅ

Ｃ IａｎｔⅥ

Ｄ＋Ｃ
ＯｃｔａｎｔⅦ

Ｅ￣Ｄ￣Ｃ

Ｏ

Ｅ

Ｃ
￣

tａｎｔｎ
、￣Ｃ

＋

⑳愛国行地曲
⑰巫女御

⑳仮面の踊り
⑳剣の庇

⑬ドウグソ
⑭アテイスの舞踊

⑳カング･カング･スウオーロ
⑫イゴロットの毎醗

Ｅ＋Ｄ－Ｃ ０

⑮結蛎式の師り
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２０個の作品は、Ｔａｂｌｅ５の八つのOctantのいずれか

に分類されている。この表によってみることにしよう。

おそらく作品の評価としては、非常によいと思われる

「よくて躍動的で明快である」octantlに該当するの

は、作品⑫「機械」⑳「女王」⑳「ベンチの二人」

⑮「出陣の踊り」⑰「宗教的舞踊」⑱「ポルカとワ

ルツの踊り」⑲「ジョタ舞踊」⑳「過ぎし年月の踊

り」の順に位置している。

これと正反対の「よくない躍動感に乏しく明快さに欠

ける」OctantⅦには、⑬「ドウグソ」⑭「アテイス

の舞踊」が位霞づいている。理論的には存在しえる「よ

くて騒動感に乏しく明快でない」０ctantⅣに該当する

作品は、本結果ではみあたらなかった。

例外としては、「よくて躍動感に乏しく明快でない」

には、⑯「結婚式の踊り」をあげることができよう。

３作品間の距離による比較

東江'?基づいて､３次元意味空間に定位される2作品
間の距離が幾何学的に演算可能であるので、諸作品の相

互関係とベクトルを無視した距離の長短（Ｄ値）によっ

て検討することも可能である。ここではＤ値を求め、Ｄ

値による作品の分類をしてみよう。

作品間の距離（Ｄ値）
Table６

曰

「ジョタ舞踊はＪ、フィリピンの踊りで、竹を割った

カスタネットのような手具を打ち鳴らして踊る社交の場

での踊りで、スペイン統治時代から最も流行してい･る踊

りといわれている。「過ぎし年月の踊り」は、西洋的キ

ャラクターをもつ社交ダンスのステップや型を組み合わ

２０個の作品および作品相互間の距離は、Ｔａｂｌｅ６に示

すとおりである。分散は、０．００～2.77である。最も接近

した作品は、フィリピンの⑳「ジョタ舞踊｣と､同じくフ

ィリピンの⑩「過ぎし年月の踊り」（0.00）でその差が

ない。

(脚注）(5)、値は次の式で求められる。Dil＝/ZH77-i但し、ＤＭはｉとノの２概念を代表する意味空M1における２点１１)の直線

距離を指し、ｄｉｌは≧概念の同一次元における座標の算術的差を示し、Ｋ個の次元（ここでは、Ｅ，、．Ｃの３次元）

におよんで求められる。

－５９－

作品 2１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ 3１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ 3８ 3９ 4０

皿
塑
銅
型
妬
沁
汀
泌
羽
釦
剖
詑
鋼
弘
躯
釦
諏
兜
鍋
如

矼
図
製
型
、
伽
塑
蛎
叫
別
調
的
記
迦
狸
鋼
嘔
配
妬

、
●
●
●
の
●
●
●
◆
Ｏ
Ｇ
●
●
●
■
●
●
●
●

１
１
１
１
２
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

即
弱
氾
皿
飽
如
ｗ
叫
加
鏥
而
、
鑓
屹
皿
拠
開
明

Ｇ
■
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
ｃ
●
●
０
■
●

１
２
１
２
１
１
２
２
２
２

２

１
１
５
８
０
６
９
９
５
９
６
１
９
８
６
７
７

０
５
４
４
１
６
７
６
２
５
５
７
６
９
０
８
８

●
●
●
●
●
Ｃ
Ｇ
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●

１
１
１
２
１
１
１
２
２
２

１
１

田
沼
万
調
追
飴
閖
昭
妃
躯
弧
胡
釦
硫
蛆
蛆

●
●
巳
Ｇ
●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
●
■

１
１
１
１
１
２
２
２
１
１
１
１
１
１

鎚
如
鍋
羽
妬
粗
別
Ⅳ
ｕ
妬
弘
印
切
羽
調

●
●
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
巳

１
１
１
１
１
１
１
２
２

１

扣
皿
副
肥
乃
記
、
田
弱
弱
Ⅳ
配
Ⅲ
Ⅲ

●
い
●
●
、
■
●
●
●
●
●
●
□
■

１
１
１
２
１
２
２
２
１
１
２
２
２
２

田
町
詔
似
ｗ
弱
狙
如
師
汀
鎚
閃
閉

●
Ｏ
Ｇ
Ｇ
●
●
●
●
●
●
●
ｐ
Ｐ

１
１
１
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１

別
旧
弱
妃
記
羽
佃
網
的
ｕ
ｕ
ｕ

１
１
１
１
１
２
１
２
２
２
２

Ⅶ
価
叫
弱
加
侭
拠
記
ｕ
幻
灯

１
１
１
１
１

１
１
１
１

屹
印
砺
祀
印
印
釦
鍋
型
型

●
●
］
●
●
●
■
□
●
●
□

１
１

１
１
１
１

皿
躯
如
卯
灯
訂
ね
虹
虹

●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１

１
１
１
１

如
妃
肥
市
“
田
印
印

２
１
１
１
１

配
仏
師
叫
皿
鯛
卵

２
２
２
１
１

調
い
叫
肥
明
朋

●
●
●
０
●
●

２
１
２
２
１
１

０
８
２
３
３

７
５
５
６
６

●
●
０
０
□

１

羽
幅
印
加

●
●
●
■

１
１
１
１

７
７
７

１
１
１

７
７
３
３

0.00
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せているもので、ヨーロッパの影響をもつカドリールとペイン統治時代に入ってきた踊りといわれ、ポルカとワ

いわれている。ルツを模した踊りとされている。

これら２作品に最も接近しているのは、同じくフイリ逆に、股も速い距離にあるのは、作品⑫「機械」と⑬

ピンの⑰「宗教的舞踊｣（、17）である。また、⑰に接近「ドウグソ｣(2.77）である。

しているのは、フィリピンの⑬「ポルカとワルツの踊り」 「機械」は、1942年の作品といわれ、日本の戦時中の

（、17）である。学校のダンスで、はぎれのよいリズムをもつ輪唱の歌曲

「宗救的舞踊」は、スペイン風の音楽にjl@せて踊る、と曲想を生かしたものである。

宗教的で焼惚とした味わいをもつ踊りといわれている。「ドウグソ」は、儀式的な舞踊でフイリピンのもので

後半に火のついたローソクをもち、暗点の中で火の動きある。収穫の喜び、祈願成就の感謝を表わした、鋒音楽

をみせる場面がある。「ポルカとワルツの踊り」は、スの踊りで､インドからの影響を受けているといわれているｃ

Ｄ値による作品の分類
Ｔａｂｌｅ７－ａ

６

－６０－

Ｏ～0.49 ０．５０～０．９９ 1.00～１．４９ 1.50～１．９９ 2.00～２．４９ 2.50～２．９９

⑪愛国行遮曲

Ｅ４．３９

，３．４９

Ｃ３．３７

29（、95）

30（、9Mt）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
１
ｊ

鰹
餌
加
塑
調
配
哩
泌
嘔
配
沁

●
●
●
●
●
●
●
巳
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｌ
く
く
く
Ｉ
く
く
ｌ
く
！
－

塑
西
”
犯
犯
弱
調
諏
羽
調
扣

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｍ
図
即
的
巫

●
●
●
●
●

１
１
１
１
ｌ

ｌ
Ｉ
く
Ｉ
く

翠
麹
、
羽
釧

26(2.10）

⑳機械

'1罫｛

35（、32）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１

別
ね
別
別
明
朗

●
●
の
●
●
●

く
く
く
Ｉ
く
く

配
電
諏
羽
羽
如

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

皿
団
毘
師
拠

●
●
●
●
●

１
１
１
１
１

１
Ｉ
く
Ｉ
Ｉ

２
４
７
９
０

２
２
２
２
３

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

４
０
０
６
２

１
４
２
３
０

●
●
●
●
●

２
２
２
２
２

く
Ｉ
く
Ｉ
Ｉ

６
８
１
２
６

２
２
３
３
３

33(2.77）
34(2.71）

⑳女王

|i蕊

Ｉ
ｌ
１
１
Ｉ
Ｉ

２
５
５
７
９
０

２
２
３
３
３
４

１
１
１
１
１
１

０
１
１
８
７
７

８
５
７
９
８
８

１
１
１
１

１
５
８
６

０
４
４
０

已
●
●
●

１
１
１
１

１
ｌ
く
く

別
配
”
鍋

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

図
飴
ね
的
的

●
●
巳
ｃ
●

１
１
１
１
１

１
く
く
く
く

１
９
０
１
６

２
２
３
３
３

28(2.10）
32(2.25）

33(2.59）
34(2.56）

⑪大きな街

Ｅ３．３５

，２．９３

Ｃ４．２０

26（、73）
27（、77）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

“
皿
週
弱
凪
、
⑬
⑲

●
●
●
●
●
●
●
０

１
１
１
１
１
１
１
１

Ｉ
く
く
Ｉ
Ｉ
く
ｉ
ｌ

ｍ
麹
濁
配
羽
弱
羽
如

ｊ
ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ

弱
“
岡
田
印
魔

１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
！
－

２
０
１
６
７
８

２
３
３
３
３
３

32(2.16）
33(2.42）
3Al(2.32）

⑮ベンチの二人

Ｅ３．１５

，３．５８

Ｃ３．２９

35（、45）
39（、39）
40（、39）

１
１
１
１

祀
副
印
印

●
■
●
●

Ｉ
Ｉ
ｌ
く

配
電
汀
調

１
１
１
１
１
１
１

Ｉ
！
く
Ｉ
く
ｌ
ｌ

ｍ
型
、
”
釦
剖
窕

２１）
１３）
40）
38）
36）
48）
34）

26(1.68）
28(1.88）
32(1.80）

33(2.17）
34(2.14）

⑳暗闇の囚人

Ｅ３･OＯ

Ｄ２．９６

Ｃ４．８５

24（、73） 23(1.45）
27(1.40）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

８
１
１
６
５
５

６
６
５
７
９
９

●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
ｌ
１

Ｉ
ｌ
Ｉ
く
く
Ｉ

５
８
９
１
５
６

２
２
２
３
３
３

ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｍ
ｕ
肥
Ⅳ
溺
皿
Ⅲ

●
●
●
●
●
●
●

２
２
２
２
２
２
２

く
Ｉ
く
く
く
ｌ
Ｉ

ｍ
亟
釦
諏
詔
鍋
扣

１
１
１

園
汀
“

２
２
２

く
！
ｉ

巫
麹
型
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Ｄ値による作品の分類
Ｔａｂｌｅ７－ｂ

、

〉

－６１－

Ｏ～0.49 0.50～0.99 1.00～１．４９ 1.50-1.99 2.00～２．４９ 2.50～２．９９

⑰巫女舞

|窪髪

24（、77）

１
１
１
Ｊ
１
１
１

０
８
０
０
３
７
０

０
４
４
４
１
０
４

●
ｂ
■
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
Ｉ
！
く
く

１
３
５
６
８
９
５

２
２
２
２
２
２
３

１
１
１
Ｊ
１
１
ｊ

配
記
町
刀
閉
館
餌

●
●
■
●
●
●
■

１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
ｌ
Ｉ
ｌ
く

巫
釦
鏥
幻
調
調
⑪

31(2.Ou4〉

32(2.07）

33(2.35）

34(2.18）

⑳仮面の踊り

Ｅ４．４９

，３．５３

Ｃ４．６１

29（、54）

１
１
１
Ｊ
１
１
ｊ

塑
弱
旧
咽
網
羽
姻

■
●
ｅ
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１

く
ｌ
く
く
く
く
く

皿
四
ｍ
釦
犯
弘
妬

１
Ｊ
Ｊ
１

閉
包
弱
記

●
●
□
●

１
１
１
１

く
く
く
く

窃
顕
、
鐙

１
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
ｊ

釦
、
閖
的
ｎ
ｍ
ｍ

●
●
●
●
●
●
■

２
２
２
２
２
２
２

く
く
Ｉ
Ｉ
く
く
く

２
３
５
７
８
９
０

２
２
３
３
３
３
４

⑳剣の鋒

Ｅ４．１３

，３．７６

Ｃ４．２５

ｊ
ｊ
Ｊ
１

妬
副
、
里

●
●
■
Ｕ

く
く
く
く

１
８
０
６

２
２
３
３

１
１
Ｊ
１
１
１
１
Ｊ
ｊ

過
調
ｗ
頓
皿
調
、
⑪
幻

、
●
●
ｃ
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

型
溺
諏
、
犯
調
型
羽
扣

１
Ｊ
１
Ｊ
１
１

町
“
副
侭
記
団

の
■
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１

く
！
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ

２
３
６
５
７
８

２
２
２
３
３
３

⑳
カング・カング

スウオーロ

Ｅ４．１８

，４．３１

Ｃ３．８０

１
１
１
Ｊ
Ｊ
１

叫
刀
釦
妬
犯
師

●
●
●
●
●
●

！
Ｉ
く
く
く
く

皿
羽
犯
調
弘
妬

Ｊ
１
Ｊ
１
１
１
１

６
６
２
０
５
４
４

３
１
０
３
３
２
２

●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く

溺
鋼
皿
諏
羽
羽
如

22(Ｌ弘）

23(1.79）

24(1.66）

27(1.58）

35(1.60）

26(2.08）

⑪
ジャワの

古典舞踊

Ｅ３．３５

，４．６１

Ｃ４．３３

36（、47）

Ｊ
１
１
１
１
１
１
１

梱
幅
屹
皿
犯
仙
似
虹

●
●
●
ロ
ロ
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１

く
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！
－
１
く

あ
調
如
犯
鋼
拠
調
い

１
Ｊ
１
Ｊ
１
１
１
Ｊ

帥
的
酩
拓
弱
卯
師
ね

●
０
０
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１

く
１
１
Ｉ
Ｉ
！
Ｉ
Ｉ

１
３
４
６
８
５
７
８

２
２
２
２
２
３
３
３

22(2.20）

27(2.0M$）

⑫
イゴロット

の舞踊

Ｅ４．４２

，４．７６

Ｃ３．７８

33（、40）

34（、42）

Ｊ
１

印
花
■
●

〃
〃
Ｂ
、
〃
〃
８
，

０
６
３
３

１
Ｊ
１
Ｊ

３
８
４
１

３
４
１
２

●
●
●
●

１
１
１
１

Ｉ
く
く
く

、
配
”
皿

・２５(1.80）

37(1.64）

38(1.69）

39(1.60）

40(1.60）

ｊ
Ｊ
１
Ｊ
ｊ

記
電
通
ｗ
昭

●
●
●
●
●

２
２
２
２
２

Ｉ
Ｉ
く
く
Ｉ

２
３
４
７
５

２
２
２
２
３

26(2.53）
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Ｄ値による作品の分類
Ｔａｂｌｅ７－ｃ

６

注）各作品名の下に記入された数字は、意味空間における当該作品の位霞を示すもので、それぞれＩ．nm次元の座

標を表わす。但し、４は中性または中央を意味し、１に近づく程「よりよい｣｢より魅力がある」ことを、逆に、４

を越えるほど「よくない｣｢より魅力がない」ことを意味する。

－６２－

Ｏ～0.49 0.50-0.99 1.00～１．４９ １．５０－１．９９ 2.00～２．４９ 2.50～２;9９

⑪ドウグソ

Ｅ４．５８

，５.O２

Ｃ４．０７

32（、40）

34（、22）
30（、85）

36（、97）
29(1.35）

31(1.32）

、
、
■
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
０
Ｊ
〃
、
■
Ｐ
ぴ
こ
、
リ
ノ

的
記
犯
卵

●
●
●
●

１
１
１
１

く
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
８
９
０

２
２
３
４

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

⑫
、
弱
鰹
叫
Ⅲ

■
■
●
●
●
●

２
２
２
２
２
２

１
Ｉ
く
く
く
Ｉ

４
５
７
５
７
８

２
２
２
３
３
３

22(2.77）

23(2.59）
26(2.71）

⑭
アテイスの

舞踊

Ｅ４．７２

，４．８０

Ｃ４．０９

32（、42）

33（、22）

30（、78）
１
１
１
１

９
０
０
３

３
２
４
０

■
●
●
●

１
１
１
１

く
Ｉ
く
Ｉ

８
９
１
６

２
２
３
３

21(1.52）

39(1.99）

40(1.99）

ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

型
叫
旭
銅
山
肥

●
●
●
●
■
●

２
２
２
２
２
２

く
Ｉ
く
く
く
く

型
弱
”
弱
諏
調

22(2.71）

23(2.56）

26(2.63）

⑮出陣の踊り

Ｅ３．２６

，３．３１

Ｃ2.9k1

22（、32）

25（、45）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

１
８
２
３
３

７
５
５
６
６

●
Ｕ
●
●
０

く
ｌ
く
く
Ｉ

３
７
８
９
０

２
３
３
３
４

21(1.22）

24(1.31）

27(1.40）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

躯
園
印
卯
、

●
●
●
●
●

１
１
１
１
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
く
く

６
９
０
１
６

２
２
３
３
３

28(2.08）

32(2.03）

33(２.“）
34(2.38）

⑮結婚式の踊り

Ｅ３．７１

，４．５７

Ｃ４．００

31（、47）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

叫
訂
布
師

●
●
●
●

く
Ｉ
Ｉ
Ｉ

９
０
２
３

２
３
３
３

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ

２
４
３
３
３
５
０
０

４
３
４
０
３
４
２
２

●
●
●
●
●
●
●
■

１
１
１
１
１
１
１
１

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
く
く

、
窃
頭
鋤
酊
調
羽
仰

１
１
１
１
Ｊ

９
９
５
７
０

６
６
９
８
７

●
●
●
●
曰

１
１
１
１
１

く
Ｉ
Ｉ
Ｉ
く

３
４
６
７
５

２
２
２
２
３

22(2.02）

⑰宗教的舞踊

Ｅ３．３１

，３．９０

Ｃ２．９２

ｊ
ｊ
ｊ

７
７
７

１
１
１

●
■
●

ｄ
ｌ
Ｈ
Ⅱ
ロ
グ
■
ｑ
Ｑ
〃
■
Ⅱ
、

８
９
０

３
３
４

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

１
８
０
８

８
９
５
５

，
●
●
●

Ｉ
く
く
く

２
３
５
５

２
２
２
３

21(1.23）

30(1.30）
36(1.33）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

印
刀
記
印
“

■
の
●
●
●

１
１
１
１
１

！
く
く
く
！

４
７
９
１
２

２
２
２
３
３

26(2.17）

28(2.09）

33(2.04）

34(2.04）

⑳
ポルカとワ

ルツの踊り

'1菫ｉ

１
１
１

７
７
７

１
３
３

，
■
●

Ｉ
ｌ
Ｉ

７
９
０

３
３
４

22（、74）
25（．59）

35（、25）

１
１
１
１

５
６
５
５

１
０
３
４

●
●
●
●

１
１
１
１

く
く
く
・
Ｉ

１
３
０
６

２
２
３
３

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

髄
曲
ｍ
ね
閖

巳
Ｇ
●
●
●

１
１
１
１
１

く
く
ｌ
１
１

４
７
９
１
２

２
２
２
３
３

26(2.25）
28(2.11）
33(2.10）
型(2.08）

⑲ジョタ舞踊

Ｅ３．２３

，３．９３

Ｃ３．１０

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

９
７
７
０

３
１
３
０

●
●
●
●

ソ
■
１
ｑ
〃
■
Ⅱ
、
ぴ
’
Ⅱ
、
〃
０
８
，

５
７
８
０

２
３
３
４

１
１
１

”
町
田

●
●
●

く
！
！

翠
泌
弱

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

６
９
７
４
１
０

２
４
４
２
４
２

己
●
●
●
④
●

１
１
１
１
１
１

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
く
く

１
４
９
０
１
６

２
２
２
３
３
３

１
１
１
１

８
０
８
９

６
６
９
９

●
●
●
●

ｕ
ｕ
ｕ
ｎ

ｍ
犯
鋼
型

26(2.01）

28(2.01）

⑩
過ぎし年月

の踊り

Ｅ３．２３

，３．９３

Ｃ３．１０

１
１
１
Ｊ

９
７
７
０

３
１
３
０

●
●
●
●

〃
日
日
、
〃
■
Ⅱ
、
〃
Ｏ
Ｂ
、
ソ
日
巴
、

５
７
８
９

２
３
３
３

１
１
Ｊ

的
町
田

く
く
Ｉ

翠
電
弱

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

６
９
７
４
１
０

２
４
４
２
４
２

●
●
●
●
●
●

ｌ
１
１
１
１
１

Ｉ
Ｉ
く
く
く
く

１
４
９
０
１
６

２
２
２
３
３
３

１
１
１
１

８
０
８
９

６
６
９
９

●
●
●
●

１
１
１
１

Ｉ
く
く
く

酊
犯
羽
型

26(2.01）
28(2.01）



金城光子舞踊鑑賞樹造に関する研究〔Ⅱ－２〕

ここで、ＴａｂＩｅ７－ａからＴａｂＩｅ７－ｃまでの、Ｄ値

による作品の分類によって、作品相互の関係を距離の長

短によって検討しよう。

作品⑪「愛国行進曲」は、前述の「機械」と同様に日

本の戦時中のダンスの一つで、愛国の輔神を歌った歌詞、

跳踊的な動きによって成立ち、もっぱら身体練成の傾向

をもつ作品とされている。この作品に非常に接近し最も

遠距離にある作品はみあたらない。⑳「Kang-Kang.s[ト

wolLae｣（、94）⑳「剣の鋒｣（、95）の２つの韓国の踊

りが近い。

「Kang､Kang･suwol､Lae」は、朝鮮の南部で盛んな

少女たちの踊りである。初秋の満月の夜、村の少女たち

が集まりうたいながら豊作を祝う踊りである。

遠い距離にある作品は、⑳「暗闇の囚人｣(､210）であ

る。これは、マイム的動きの表現でフランスのもの。２

人の囚人の心のかっとうを描いて、釈放への期待と苦悩、

その心の混沌としたものを象徴している。

作品⑳臘械」に最も接近しているのは、⑮「出陣の

踊り」（Ｂ２）である。これは、フィリピンのもので、中

国の剣の踊りの影騨をうけて模したものといわれる。両

手にスティックをもち、打ち合いながら楽しそうに演じら

れた。逆に遠距離にあるのは、先述の⑬「ドウグソ」と

⑭「アテイアテイハン｣(2.71）のフィリピンの２作品で

ある。⑭は、フィリピンのAkulan地方のＡｔｉｓと呼ば

れる原住民の踊りで、黒い面をかぶり、スティック風な

ものを手に打ちならしながら踊る.黒い人極の誇りを歌

つたうたとともに踊られる。

作品⑳「女王」に蛾も接近した作品はみあたらない。

逆に最も遠距離にあるのは、⑬「ドウグソ｣(2.59）と⑭

「アテイアテイハン｣(2.56）である。

「女王」は、チェスの２人の女王の偽善的な礼儀正し

さのかげにひそむ挑戦的な心を巧みに表現したマイム的

表現である。

作品⑭「大きな街」に最も接近した作品および最も遠

距離にある作品はみあたらないが、⑳「暗闇の囚人｣（、

73）⑰｢巫女鋒｣（、77）が近い。「巫女録」は、韓国の

舞踊で、迷信的で、鬼を追い払い家庭の幸福を願って福

の神を呼びよせるために演じられるもので、幸福や平和

への祈り、悪魔払いの踊りである。

遠い距離の作品では、⑳「ドウグソ｣(2.42）⑭「アテ

イアテイハン｣(2.32）⑫「イゴロツトの舞踊｣(2.16）で

ある。「イゴロヅトの舞踊」は、フィリピンの踊りで、

宗教的行動、エネルギーの発散、脇の模倣などの表現で、

フィリピン北部の原住民の踊りである。

作品⑮「ベンチの二人」に最も接近しているのは、⑲

「ジョタ舞踊｣（、39）⑩「過ぎし年月の踊り｣（、39)⑮

「出陣の踊り｣（、45）である。「ベンチの二人」は、だ

まりこくって、ゆううつそうな人、幸福で社交的な人、

ベンチに座っている２人は理解し合えるだろうか…と表

悩たくみに表現する、無音楽のフランスのマイム的表現

である。

作品⑳「暗闇の囚人」に最も接近しているのはみあた

らないが、前述の⑳（、73）が近い。遠い距離にあるの

は、⑪（（2.71）⑭（2.63）⑫（2.53）である。

作品⑰「巫女鋒」に最も近いのはないが、⑭（、77）

が近い。最も遠い作品もない。⑪「ドウグソ｣(2.35）⑭

「アテイアテイハン｣(2.18）力趣い位冠にある。

作品⑳「仮面の踊り」に殿も近い作品はみあたらない。

近い距離に⑳「剣の鋒｣（、54）がある。最も遠い距離も

みあたらないが､⑳「機械｣(2.40）⑯「ポルカとワルツ

の踊り｣(2.11）⑳「女王｣(2.10）力麹距離といえる。

「仮面の踊り」は、仮面をつけて踊る韓国の踊りで、

もともとYanbanの上流階級の混乱ぶりを皮肉り風jｾﾞﾘ的

に表現したものといわれる。

作品⑳「剣の鋒」に最も接近した作品はない。近いも

のに⑳「仮面の翻り｣（、54）⑳「カング・カング｣（、71）

⑮「カンデインガン｣（、94）⑪「愛国行進曲｣（、9Ml）が

ある。

「カンデインガン」はフイリピンの踊りでイスラム教

徒の結婚式の踊りである。テンポ感のあるかろやかな音

楽に合わせて踊るもので、アラビアの影騨をうけている

といわれる。

作品⑳「Kang-Kang-Su､woILae｣に最も接近し、最

も遠距離にある作品はみあたらない。より接近している

ものに⑫｢イゴロットの舞踊｣（、50）があり、遠距離に

あるものに⑳「暗闇の囚人｣(2.08）がある。

作品⑪「ジャワの古典舞踊」に最も接近しているのは

⑯「結婚式の踊り｣（、47）である。最も遠距離の作品は

ないが、遠くにあるものに⑫「機械｣(2.20）と⑰「巫女

鋒｣(2.0M4）がある。

「ジャワの古典舞踊」は、ラーマーヤナ神語の物語よ

り取材した踊りといわれ、１人の騎士の悲恋物繭を表現

したものである。

作品⑫「イゴロットの舞踊」に最も接近しているのは、

⑬（、40）⑭（、42）であり、最も遠いものに⑳（2.53）

がある。

作品⑬「ドウグソ」に最も接近しているのは、⑭（、

22）⑭（、40）で、最も遠い距離にあるのは、⑳（2.77）

⑳（2.71）⑳（2.59）の３作品である。

作品⑭「アテイスの舞踊」に般も接近しているのは、

⑬（、22）⑫（、42）逆に遠距離にあるものは、⑫(2.

71）⑳（2.63）⑳（2.56）がある。

ｂ

－６３－
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作品⑮「出陣の踊り」と最も接近しているのは、⑫

（、32）⑮（、45入最も遠距離のはないが､⑪（2.44）

⑭（2.38）⑳（2.08)⑫（2.03）が距離が離れている。

作品⑯「結婚式の踊り」に最も近いものは、先述の⑪

「ジャワの踊り」（、47）で最も遠い距離にある作品はな

く、遠くに位置しているものに⑳「機械｣<2.02）となっ

ている。

次に、２０個の作品を任意に４つのグループに分け、各

グループの２作品を底辺とした、作品相互の距離をグラ

フィックにして示したのが、Ｆｉｇ３－ａ～Ｆｉｇ３－ｄの

図である。

Ｆｉｇ３－ａの６作品の距離は、遠距離を示し、Ｆｉｇ３

－ｄの４作品の距薩は、近距離を示している。

⑬ドウグソ

Ｆｉｇ３－ｃ

的舞踊

ワルツの踊り

夕舞踊

年月の踊り

⑰宗教

。

,

Ｆｉｇ３－ｄ

Ｄ値による作品間の距離

Ｆｉｇ３－ａ 鋒
り
舞
知
螂
洲

⑰巫女
⑳仮面の踊
⑳剣の
⑩

４作品のセマンティック・プロフィール

,

各作品のプロフィールをみることは、舞踊研究の方法

鵠の一つとして必要な事項であると認められるので、こ

こに提示することにした。但し、本稿では尺度と作品と

の関係についての具体的な検討は割愛する。Ｔａｂｌｅ８の

尺度別作品の平均値をもとにした､各作品別のセマンティッ

ク・プロフィールは、Ｆｉｇ４－ａ～Ｆｉｇ４－ｅに示す通

りである。評定尺度は、７段階であるので、評点の範囲

は１～７点で、１は非常に「おもしろい」を指し７は非

常に「つまらない」を表わす。

Ｆｉｇ３－ｂ

Ｄ値による作品間の距離

－６４－
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Ⅳまとめ おわりに

意味微分法（SemanticDiHerentialmethod）は、内

包的意味・愉緒的意味の測定を目的とした測定法、§こ

意味の客観的測定法で、米国のＣＥ，０sgoodによって

とば§の提案されたものといわれ､広範囲に(心理学・言

艦学など）利胴されている研究方法である。

舞踊か美,鰍を規定する因子は何かについて､舞師という

擬念の分析を試み、舞踊が如何なる審美的印象として受

けとめられたかをとらえ、鑑賞的側面から糟神現象を数

量的に表現し、栂造分析的に解IﾘＩするために、Osgood

の怠味微分法を適用し、芝、田中、束江の方法によって

舞踊の鑑賞檎造の解明を試みた。

先回、研究Ｌｕと同一尺度（40個）を用いて、２０個

の作品を鑑賞対象として、７段階法により49人の女子学

生に評定させた。評定後のデータは、作品別に尺度の平

均値・標準偏差を求めた。この平均値を各作品の特徴を

表わすものとしてとらえ、２０個の作品をプールにして、

尺度の平均値・標単偏差を求め、尺度１１１１相関行列を求め、

これを基にVarimax法による尺度のgroupingを行な

った。その結果、第１～第Ｖ次元まで求められた。共通

性の総和は20.421で全分散の51.05％を占め、先回に比

して低い結果を示した。各次元に含まれた尺度得点の基

準±０．５によって尺度をグループ化し、単純樹造を求め

た。その緒↑果、１次元に16種、Ⅱ次元が４種、Ⅲ次元が

３梱、Ⅳ次元が３種、Ｖ次元が２楓求められた。これら

の尺度群の内容を検した結果、１次元は、“Evaluation'，

Ⅱ次元は、“Dynamics，,Ⅲ次元は、“Clarity”

Ⅳ次元は、“Uniqueness，，（ユニークさ）、Ｖ次元は、

“Freshness',を示していると解された。このＩ～

Ⅲ次元までの尺度群は、先回の研究Ｈの結果と比較検討

した結果、共通した尺度は、1次元が13種で、§興味深

い§§おもしろい、§魅力がある§ご印象深い§ご潤足

できる§§よい､§すぐれている§ご効果的なミミ徴密

なぐ§見応えがある､どうまい､§鮮やかな､§美しい§

であった。Ⅱ次元では、§はげしい§§力強いミミ動的

な§の３種、Ⅲ次元は、３種で、§明るいご愚さわやか

なこきすっきりした§であった。

本研究でえられた単純榊造を示す3つの次元は､EvaIuatio‐

､,DynamicsCIarity,次元として先回と同命名に設定した。

この３つの次元は、相互に独立直交関係を維持している

ことから、田中、東江らに基づいて、３つの意味空間の

中に各作品を定位して比較した。また「八分円」分析法

によって作品の分類を試みた。さらに２作品間の距離の

長短（Ｄ値）によって作品相互の距離を検した。最後

に各作品の尺度平均値によってセマンティック・プロフ

ィールを作成した。

これは､聾通､よい'１竿畔卒i[,悪いの7段隣尺
度がn}いられる。いわゆる､概念がIﾘ]砿にとらえがたい場

合、それに対する大体の印象を聴取することによって、

概念についての意味内容を測定しようとするものである。

本研究は、このOsgoodの方法を適用して、尺峻表を

作成し舞踊作品を鑑賞させ、評定させて、そのデータを

基にVavimax回転を施し、尺度のGroupingを行ない、

鍾賞棡造をとらえ、意味次元を設定したあと、３つの意

味空冊における作品相互の関係をみるという過程を経てき

た、心理学実験方法を適用した、舞師研究の方法論の一

つである。

ところでこの種の研究は、概念（作品）と尺度（評定

語）被験者の３者の交互作用によって成立するといわれ

る。

そこで本研究に用いた、この３者について検討してみ

たい。

まず概念としての作品は、人間が何かの内包的、情緒

的意味を感じる刺激としての感覚概念という意味で、そ

の概念たりうる資格を有していると思われる。

尺度については、任意に櫛成したもの（主観的）でな

く、あらかじめとらえた舞踊の鑑賞のことばで、頻数の

闘いものを用いたという点で、客観性があるとみられる。

被験者については、大学女子という枠内のもので、こ

れは、他の専門家等との比較検討の余地を残していると

思われる。

しかし、２回にわたっての実験結果によって得られた

舞踊因子（次元)、“Evaluation”“Dyanmics0，‘℃Ia‐

｢ity，,“Uniqueness”“Freshness',の５種は、おそら

舞踊の"意味，，と"美的,,形成要因として大切な要素・因子

であると思われる。

しかしながら、舞踊作品という概念の選定、尺度の構

成、被験者の３者については、検討すべき事項を含んで

いると思われる。これらのことについては、今後の検討

課題としたい。
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琉球大学教育学部紀甥第１７鴫

１１０邦正美舞踊の文化史岩波新欝（1968）

(1)芝祐順行動科学における相関分析法東京大学出

版会（1967）

(２０芝祐順因子分析法東京大学出版会（1972）

(21）ＣＥ、オズグッド吉田正昭訳ｉｉＭａ心理学

リーデイングス誠信欝房（1970）

四Ｊ．Ｐ、ギルホード秋重義治訳籾神測定法

端風館（1972）

(23）」Ｅ・ハリソン佐々木理訳古代芸術と祭式

筑摩書房（1966）

(24）iWi木貞二心理学研究法岩波書店（1970）

㈱ｌＨ仲靖政記号行助諭一意味の科学一共立出版

株式会社（1970）

ｌ２６ｉ松本千代栄舞踊美の探究大修館警店（1957）

(27）ＣＫオグデン；１．Ａ、リチャーズ石橋幸太

付記

稿を終えるに当って、多大なる指導をくださった本学

法文学部心理学東江平之教授をはじめ、他面からの協力

をいただいた本学部教育学島袋哲教授、本学科の玉城洋

子、金城美樹子、比嘉初子さんに対し、紙上をもって厚

くお礼申しあげます。

※20個の舞踊作品（Ｆｉｌｍより）は、本紀要、鐘汰榊造の

研究〔１－２〕の末尾に示した通りである。

※本研究は、Ｓ､４８.第22回九州体育学会、第24回日本体

育学会で口頭発表した。
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